
        

 

 
日時： 令和 4 年 12 月 16 日（金） 13：00～14：00 

場所： 理学部 B707 数学講究室 

講師： 堤 も絵 先生  
（株式会社資生堂 みらい研究所 シーズ開発センター ホリスティック研究開発グループ) 

 

演題：化粧品開発と皮膚科学 -触覚受容器メルケル細胞を例に- 
 

要旨：コミュニケーションツールの進化は目覚ましく、さらにパンデミックが

身体的孤立を生み出した一方で、自己あるいは他者との実感を伴う物理

的な接触の重要性が見直された。そこで我々は、化粧行為に伴うタッチ

に着目した。皮膚には４種の機械受容器が存在し(1)、軽いタッチを受容

するのは皮膚表面に存在するメルケル細胞であることが知られている

(2,3)。我々はヒト皮膚におけるメルケル細胞の機能解明を目的とし、メル

ケル細胞の分布および加齢変化を観察した。また、機械刺激に反応する

とされるメルケル細胞に嗅覚受容体が発現することを見出し、ライブセル

イメージングによってその受容体が機能していることを示した。本講演で

は、神経科学と皮膚科学の融合領域から化粧品開発までを説明する。 
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※本セミナーは、統合生命科学研究科セミナーとして、プログラム共同セミナーの対象です。 

 

 

お問い合わせ先：統合生命科学研究科数理生命科学プログラム 

中田 聡（内線 7409） 

e-mail：nakatas@hiroshima-u.ac.jp 

プログラム共同セミナー 


